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Abstract: This paper focuses on the transformation of participating fathers after attending 
fathering support lectures held in the B community center. The lectures provide valuable 
experience for the future development of fathering support. Using naturalistic observation and 
interviewing the lecturer, we reached the following conclusions. First, there were signiﬁ cant 
changes in fathers’ attitudes toward interpersonal skills. More importantly, fathers recognized 
the importance of the role of being a father. We also observed the interactions among fathers. 
Second, the essence of the lecture was to transmit important concepts to fathers. The lectures 
helped fathers to make a greater eﬀ ort in their children’s daily education, and to change their 
responses to the children’s mothers. Thus, this highlights the importance of the lecturer as a 
third party. Finally, multiple lectures can enhance the interactions between fathers and their 
children and interactions among fathers.
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１．問題の所在
　日本では，父親の子育て参加の重要性が叫ばれて久
しい。1990（平成２）年の「1.57ショック」で顕在化
した少子化問題を背景に，父親の子育て参加を促す施
策が公的施策としても広く実施されるようになった。
父親の子育てに関する研究としては，石井（2009）の
分類によれば，主に①父親の子育て参加の現状に関す
る研究，②父親の子育て参加を規定する要因に関する
研究，③父親の子育て参加の家族への影響に関する影
響の３つに分けられる1。2000年代以降，一連の子育
て支援の一環として，親支援プログラムといった親
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としての育ちや親自身による子育てへの支援としての
親教育が注目されている2。親教育には，①母親教育，
②両親教育，③父親教育という３つの類型が考えられ
るが，本研究は，③父親教育に着目するものである。
　日本における父親教育に関する研究は趙（2017）の
分類によれば，大別して「母親との対比での父親に関
する研究」，「子どもを育てる役割をもつ存在としての
父親に関する研究」，「成長する存在としての父親に関
する研究」，「父親を対象としたプログラムに関する研
究」の４つに分けられる3。趙（2017）は，最近の傾
向として，父親による子育て支援に関するプログラム
や，父親自身の成長や学びに関するプログラムが重要
であることを指摘している。
　また，2004（平成16）年度から実施された「家庭教
育支援総合推進事業」（文部科学省）や，2010（平成
22）年６月に開始された「イクメンプロジェクト」（厚
生労働省）など，行政による具体的な父親教育への取
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り組みがなされてきた。それに加え，地方公共団体や
民間団体においても，父親を対象とした教育活動が展
開されている。このように，父親教育のためのさまざ
まな試みが，行政による公的支援とともに，地域活動，
民間活動として行われるようになってきている。
　本論では，父親教育のひとつの重要なツールとして
様々に行われている父親を対象とした子育て支援講座
に注目する。特に父親の子育て支援を重点的に推進し
た，「次世代育成支援対策推進法」（2003年，厚生労働
省），「家庭教育支援総合推進事業」（2004年，文部科
学省）に基づいて行われている父親を対象とした子育
て支援講座を「父親講座」と表記する。
　岡田・伊藤・一見（2014）は，地方公共団体におけ
る父親の子育て支援事業のひとつである「父親講座」
の実際や動向について研究を行った。岡田ら（2014）
によれば，「父親講座」の内容については，「子どもと
一緒の活動」，「学習会」，「情報交換」，「講演会」，「自
分自身の活動」など様々な形態がある。また，「『父親
講座』は，学習会や講演会など受動的な講座内容か
ら，子どもと一緒に遊んだり，工作をしたり，父親同
士の情報交換をしたり，父親参加型の講座に変化して
きている」ことが明らかにされている4。趙（2017）は，
男性の性別役割分業意識の変化を中心に，地方公共団
体の子育て支援事業による「父親講座」の成立背景を
明らかにした。その結果，「父親講座」を充実させる
ためには，父親が子育ての主体者になることや，父親
自身の喜びや学びに注目することといった，新たな内
容や方法が問われることを明らかにしている5。これ
らの研究により「父親講座」の重要性や，今後求めら
れる「父親講座」への示唆が指摘されてきたが，「父
親講座」の具体的な内容や方法については充分解明で
きているとはいえない。
　吉岡（2009）は，市民団体「さっぽろ子育てネット
ワーク」による「父親講座」での父親の学習過程と意
識変容について分析した。「父親講座」の効果として
は，講座に参加した父親・参加者の議論，発言による
父親の意識変容があげられたことがある6。吉岡（2009）
の研究における「父親講座」は，親同士の議論を中
心とした学習交流会という形式だった。また，６ヶ所
の「父親講座」が研究の分析対象であったが，それぞ
れが単発の講座だった。その他，自治体における「父
親講座」を，現場のスタッフにより報告したもの7や，
企業における「父親講座」の実践事例を検討している
研究8もある。
　管見の限りではあるが，現状から見れば，「父親講座」
のジャンルは多岐にわたっていると考えられる。そこ
で，本論では家庭教育支援事業による「父親講座」の
事例を中心に，「父親講座」の具体的な内容や方法に
着目することにする。
　趙（2015）は，広島県の「『親の力』をまなびあう
学習プログラム」の教材を活用した「父親講座」を検
討した結果，「子どもと接することから得られる学び」，
「母親との関係の変容によって得られる学び」，「父親
自身の学び」の３つの父親の学びが見られることを指
摘している9。しかし，これらの父親の学びが，実際
に「父親講座」においてどのように生じているか検討
されていない。
　そこで，本論では，A 県 B 公民館の家庭教育支援
事業による「父親講座」の事例を取り上げ，趙（2015）
を参考に父親の学びが実際にはどのように生じている
のか検討する。それを通して，「父親講座」における
父親の変容を明らかにする。これらの検討を通じて，
父親の子育てを充実させる「父親講座」の方向性につ
いての示唆を明らかにしたい。
２．A県 B公民館における
「父親講座」の事例
　B 公民館においては，家庭教育支援事業の一環とし
て，「イクメンにこにこ広場」と題した「父親講座」が
実施された。講座は，１回目９月17日（土），２回目10
月15日（土），３回目10月29日（土），４回目11月19日（土），
５回目12月17日（土）の５回で構成され，毎回午前10：
00～11：30の１時間半であった。講座の対象者は，２
歳以下の未就園児と父親（祖父も可）で，参加者の募
集は，B 公民館が発行している広報や，公共施設等へ
のチラシの配布などにより行われた。講座参加者は，
１回目16名，２回目10名，３回目12名，４回目16名，５
回目14名で，延べ68名であった。論者は，B 公民館に
おける「父親講座」に参加する許可を得て，研究者の
立場として「父親講座」に参加し，自然観察法による
観察，アンケート，インタビューによる調査を行った。
目的
　A 県 B 公民館で行われた５回の「父親講座」にお
ける父親の変容を自然観察法，アンケート，インタ
ビューにより明らかにする。
対象者
・自然観察法：５回の「父親講座」に参加した延べ34
組の父子（一部母子）
・アンケート，インタビュー：講座の講師１（女性），
講師２（女性），講師３（女性），講師４（男性），講
座担当者（女性）
期間
　2016年９月～12月
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方法
　父子が活動し，会話をしたり，ふれあったりしてい
る様子を観察・記録した。趙（2015）を参考に父親の
学びとして「子どもと接することから得られる学び」，
「母親との関係の変容によって得られる学び」，「父親
自身の学び」の３点から分析した。
　また，この分析を裏付けるものとして，講座の講師
や講座担当者にアンケート，インタビュー調査を行っ
た。アンケート調査かインタビュー調査かは，対象者
の同意によって決めることにした。
　１回目から４回目の調査項目は以下の通りである。
１. 講師をやってみて父親を対象とした講座と母親
を対象とした講座の雰囲気に違いがあります
か。
２. 父親を対象とした講座では何をねらいとしてい
ますか。
３. 「父親講座」に来た父親は初めと終わりで様子
が変わりましたか。具体的に教えてください。
４. この講座をやってよかったと思う点は何です
か。
５. 「父親講座」の講師をこれからも続けたいです
か。それは，どうしてですか。
　５回目の調査項目は以下の通りである。
１. 講座の担当者をやってみて，父親だけを対象と
した講座，父子を対象とした講座に違いがあり
ますか。
２. 父子を対象とした講座では何をねらいにしてい
ますか。この講座をやってよかったと思う点は
何ですか。
３. 今回の「父親講座」は，連続で計５回開催され
ました。連続「父親講座」の開催は初めてです
か。連続の意義は何ですか。
４. ５回の連続講座に来た父親は始めと終わりで様
子が変わりましたか。具体的に教えてください。
５. 「父親講座」の効果について，特に母親との関
係の点はどう思いますか。「父親講座」の実施
を通して，家族，学校，地域，全社会への影響
の点について，どう思いますか。
倫理的配慮
　本研究の実施に当たっては，事前に，公民館館長，
講座担当者，講師，参加者に研究の説明を行い，全員
から同意を得た。音声録音，ビデオ撮影の許可が得ら
れなかったので，筆記記録のみを分析対象とすること
で同意を得た。なお，プライバシー保護のため，本論
に登場する関係者の名前はすべてアルファベットとす
る。
講座の概要
　１回目：父子のふれあい遊び
　２回目：絵本の読み聞かせ
　３回目：料理づくり
　４回目：おもちゃづくり
　５回目：父親の子育てに関する座談会
調査計画
　調査計画は表Ⅰの通りである。 
表Ⅰ　調査計画
回数 年月日 時間 講座名 自然観察法による父親の変容の調査（対象：父親）
アンケート，イ
ンタビューによ
る調査（対象：
講座の講師等）
１ 2016 年９月17 日（土）
10：00
　～11：30
パパと一緒に・・・
「すあしでおもいっきりあそぼう，
楽しいリトミック」
父親と子どもの様子を観
察，記録
５ 項 目 の ア ン
ケート調査
２ 2016 年 10 月15 日（土）
10：00
　～11：30
絵本，
パパに読んでもらうと面白い
「おひざにだっこでおはなししま
しょう」
父親同士の話し合いの様
子を観察，記録
５項目のインタ
ビュー調査
３ 2016 年 10 月29 日（土）
10：00
　～11：30
パパも食育！
～パパと一緒におやつを作ろう～
父子のふれあう様子と母
子のふれあう様子を観
察，記録（母子は分析対
象外）
５ 項 目 の ア ン
ケート調査
４ 2016 年 11 月19 日（土）
10：00
　～11：30 身近な材料でおもちゃを作ろう！
父親自身の変容を観察，
記録
５ 項 目 の ア ン
ケート調査
５ 2016 年 12 月17 日（土）
10：00
　～11：30
～本音で話そう，パパも大変！～
　　イクメンにこにこ座談会
講師の体験談・子育ての
話をする父親の様子を観
察，記録
５項目のインタ
ビュー調査
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３．結果と考察
3.1　対象者の属性
　「父親講座」参加者の属性については表Ⅱに示した
通りである。
3.2　講座の様子
　以下，講座の様子を述べていく。
（１）パパと一緒に・・・「すあしでおもいっきりあそ
ぼう，楽しいリトミック」　
　「父親講座」の１回目は，父親が子どもと一緒に遊
ぶ活動を中心に実施され，父親が子どもと直接ふれあ
うきっかけづくりを目指した。開催時期は，2016年９
月17日10：00～11：30で，B 公民館の大ホールで実施
された。講座の参加者は父子８組，計16名であった。
参加者の父親のうち６名は，B 公民館の広報を見て参
加申し込みをした。初めて「父親講座」に参加した父
親が７名であった。講座の講師は保育士２名で，B 公
民館の職員である講座担当者も参加した。講座の流れ
は，①「こんにちは，はじめまして」，②「ふれあい
遊び」，③「リズム遊び」，④「身近なものを使って遊
ぼう」，⑤「手づくりおもちゃ」，⑥「最後に」であった。
（２）絵本，パパに読んでもらうと面白い「おひざにだっ
こでおはなししましょう」
　第２回の講座は，「『親の力』をまなびあう学習プロ
グラム」の教材を活用した「父親講座」であった。開
催時期は，2016年10月15日10：00～11：30で，B 公民
館の和室で実施された。参加者は父子５組，計10名で
あった。室内には，カーペット，玩具，絵本が用意さ
れていた。また，講座担当者が託児役を務め，ボラン
ティアとして，子育て経験のある地域の方々が参加し
た。託児付きだったため，講座の中で，参加者は子ど
ものことを気にせず話ができたので，子育てに関連す
る悩み，喜び，辛さなどの課題で盛り上がった。講座
の流れとしては，①今日の講座の説明，②ファシリテー
ター紹介，③読み聞かせと歌遊び，④グループに分か
れて話し合い，⑤まとめ，⑥読み聞かせ，⑦各自で読
み聞かせをしてみる，⑧次回の予告，お知らせのよう
に行われた。
（３）パパも食育！～パパと一緒におやつを作ろう～
　第３回の講座は，管理栄養士による料理作りに関す
る講座であった。講座のテーマが示すように，親子で
おやつ作りの調理実習を行うことで，調理することの
楽しさを知ってもらい，調理実習を含めた食育への関
心を高めることを目的とした。開催時期は，2016年10
月29日10：00～11：30で，B 公民館の和室で実施された。
参加者は父子５組，母子１組，計12名であった。第２
回の講座と同じように，室内には，カーペット，玩具
が用意され，託児スタッフも参加した。講座では，調
理の説明，実習，試食，片付け，事後アンケート記入
と進められた。
（４）身近な材料でおもちゃを作ろう！
　第４回の講座は，親子ものづくり講座であった。開
催時期は，2016年11月19日10：00～11：30で，B 公民
館の小ホールで実施された。参加者は父子６組，母子
２組，計16名であった。本講座では，親が主体となり，
身近なもので簡単に作れるおもちゃの製作を行った。
講座の導入では，講師が親子で楽しむものづくり講座
の意義についての説明をした。ものづくり体験を通し
て，親と子のものづくりに対する興味と意欲を向上さ
せると同時に，親子の絆を深めることを図った。講座
の現場では，講師の指導のもとで参加者は①新聞紙で
変身ぼうし，②不思議なたまご，③びっくり紹介カー
ド，④おもしろい飛行機，⑤バランスとんぼを作成し
た。
（５）～本音で話そう，パパも大変！～イクメンにこ
にこ座談会
　連続「父親講座」の最後となる今回では，前小学校
校長が話題提供者として講師を務め，イクメン座談会
を開催した。講師が小学校に32年間勤務の経験，小学
生との接し方，自分自身の子育てを紹介し，父親たち
と率直に話し合うことを目指した。話題提供では，男
性の子育てについて「一人で悩まないで」，「子どもと
ともに成長する」という２点が重要であることが語ら
れた。話題提供の後，お茶やお菓子を食べながら，参
表Ⅱ　対象者の属性
保護者 子どもの性別 子どもの年齢 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
１ A 女 ３歳３ヶ月 ○ ○ 休 ○ ○
２ B 女 １歳８ヶ月 ○ 休 ○ ○ ○
３ C 女 １歳10ヶ月 ○ 休 休 ○ 休
４ D 女 １歳９ヶ月 ○ ○ ○ ○ ○
５ E 女 ０歳10ヶ月 ○ ○ ○ ○ ○
６ F 男 ２歳７ヶ月 ○ ○ ○ ○ ○
７ G 男 ２歳０ヶ月 ○ ○ 母子 母子 ○
８ H 男 １歳３ヶ月 ○ 休 ○ 母子 ○
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加者と講師とで男性の子育てについて話し合いを行っ
た。参加した父親からは，子育て中の不安や悩み，子
どもの性別による父親のかかわり方などの問題が出さ
れた。
3.3　自然観察法による父親の変容およびアンケート，
インタビューによる調査結果
　10：00～11：30の講座実施の間，論者は観察を行った。
５回の講座の記録は，左側に講座の経過を，右側にそ
の時の父子の様子を書き入れていたものである。観察
時の記録をもとに報告書を作成し，それを分析資料と
した。
　５回の「父親講座」の観察記録を１文ごとにエピソー
ドとして分けていくと，総数は69個となった。分類の
枠組は，①「子どもと接することから得られる学び」，
②「母親との関係の変容によって得られる学び」，③「父
親自身の学び」のカテゴリーとした。①について，「子
ども理解」，「父子関係づくり」をキーワードとして分
類した。②について，「母親への意識」，「母親の子育
てのサポート」をキーワードとして分類した。③につ
いて，「子育て不安の解消」，「子育て自信」，「父親同
士のつながり」をキーワードとして分類した。①，②，
③に分類できないものは，「その他」とした。分類に
際しては，まず，研究者２名と論者の３名が独立して
分類し，その後，３人で協議して一致させた。①は45
個，②は０個，③は19個，④は５個であった。
　ここでは，講座のテーマに即していること，活動の
特徴をよりよく表現していることを基準として，講座
ごとにエピソードを２個ずつ取り上げ分析した。講座
の講師等を対象としたアンケート，インタビューによ
る調査については，調査対象者のプライバシーに配慮
して，個人が特定されないように一部省略・修正した。
これらは，父親の変容を確認するために用いた。
　父親の変容を分析するにあたり，父親と子ども，父
親と母親，父親自身の内的な変容などの関係性に着目
することから，セルマンの役割取得理論に基づいて，
分析することにした。セルマンによる，役割取得の５
つの段階とは「レベル０自己中心的な役割取得，レベ
ル１主観的役割取得，レベル２二人称相応的役割取得，
レベル３三人称的役割取得，レベル４一般化された他
者としての役割取得」である10。これを援用して，父
親の役割取得を分析する視点とした。本論では，これ
らの父親の視点を次のように捉えることにした。
　「視点０」は，未分化な視点である。
　「視点１」は，自分を中心とした視点である。
　「視点２」は，自分と子ども，または自分と他の父
親を関係づける視点である。
　「視点３」は，父親としての役割に気づく視点である。
　「視点４」は，父親としての役割を社会全体や集団
全体を関係づける視点である。
　まず，「子どもと接することから得られる学び」を
取り上げる。
（１）「子どもと接することから得られる学び」のカテ
ゴリーにおける父親の変容
　「子どもと接することから得られる学び」は講座の
１回目，２回目，３回目，４回目に見られた。これら
を講座の回数ごとに取り上げ，父親の変容を見ていく。
（講座１回目：９月17日）
・父親 A は子どもの目を見て動くと子どもも父親の
目を見ながら動き，全体的にお互いに向かい合うこ
とが多かった。
・父親C，Dは子どもの身体をゆらすことが多かった。
　
　下線で示したように，１回目の活動では，父親が子
どもに働きかける場面，また父親と子どもが互いに働
きかける場面が見られた。こうした父親の行動は子ど
もと関係していることを示しており，ここに「視点２」
の役割取得が見られる。
（講座２回目：10月15日）
・大部分の時間には，父親が講師の方に顔を向け，
時々子どもの反応を確認していた。
・父親は子どもを抱きかかえ，子どもが選んだ絵本
の読み聞かせを行った。
　
　下線で示したように，２回目の活動では，父親の子
どもへの注目が増えること，「子どもが選んだ絵本の
読み聞かせを行った」から，父親は子どもの視点をとっ
ていることが見てとれた。父親は，子どもとのふれあ
いによって子ども理解を深めていると思われる。こう
した父親の行動には子どもの視点に立ってみる「視点
２」の役割取得が見られる。講座の講師２へのインタ
ビュー調査結果によれば，「お父さんは子どもと過ご
すために来られるのではないか」というように，日頃
仕事をして，子どもと一対一で向き合う機会が少ない
父親たちは，この講座で子どもとふれあう機会をつく
ることができるといえる。
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（講座３回目：10月29日）
・自分が取り組んでいる作業のことを子どもに話し
て聞かせたり，自分が作ったものを子どもに見せな
がら説明したりする父親 F の姿，微笑ましい様子も
見られた。
・子どもがおいしそうに食べている様子を父親は満
足そうに見ていた。
　
　下線で示したように，父親は，父子の関わりによっ
て日常生活では見られない子どもの姿を見たり，成長
を感じたり，新たな一面を発見したりすることができ
た。それとともに，父子で共有できる部分が増え，父
親自身も，料理づくりや子どもとの関わりを通して満
足感・達成感を得ていた。こうした父親の行動には子
どもとの関係での「視点２」の役割取得が見られる。
講座の講師３へのアンケート調査結果によれば，「一緒
に調理することが少し楽しそう」，「子どもの面倒をよ
くみて楽しそう」というように，父親と子どもが互い
に関係しあいながら行動していることを示している。
（講座４回目：11月19日）
・父親がほめることで，子どものやる気はアップし，
折り紙飛行機を何度も何度も飛ばしていた。
. 全体的に，父親と子どもとのふれあい場面は今ま
での講座より多く見られるようになった。
　
　下線で示したように，父親は子どもをほめることで
子どもがやる気になっていることに気づき，子どもを
育てる父親としての役割に気づいたことが見てとれ
た。「全体的に，父親と子どもとのふれあい場面は今
までの講座より多く見られるようになった」から，父
親は，子どもとふれあうことに自信が出てきて，より
一層父子の遊びを楽しむことができたといえよう。ま
た，父子のふれあい活動がきっかけとなって，ほめて
育てるなどの父親の役割に気づくことにつながってい
ると思われる。こうした父親の行動には「視点３」の
役割取得が見られる。
　このように，「子どもと接することから得られる学
び」のカテゴリーにおける父親の視点には，「視点２」，
「視点３」の役割取得が見られることを示している。
（２）「母親との関係の変容によって得られる学び」の
カテゴリーにおける父親の変容
　「母親との関係の変容によって得られる学び」のカ
テゴリーは０個であった。しかし，講座の担当者への
インタビュー調査結果は，いくつかのことが示されて
いたので，以下に取り上げる。
・奥さんに対して，いままでいらっとしていたもの
がもっと，こう寛容に受け取れるじゃないかなとそ
ういうこともあるかなと思いますし，母親の方もた
まにこうやって，お父さんと子どもで出かけてくれ
ることで，ちょっとリフレッシュできる部分もある
じゃないかと思うんです。あさ，一日中育児をして
いて，ちょっとお父さんが子どもを連れて，出かけ
てくれるだけで，ちょっとひといきお茶でも飲もう
かしらと，時間が持てたら，また子どもとお父さん
が帰ってきたときに，フレッシュな気持ちで，接す
ることができるじゃないかと思うんです。
　以上から，父親の変容として，２点が見てとれた。
第１に，母親の子育ての大変さが分かることで，父親
に母親への寛容な態度が生じていることである。第２
に，父親が子どもに関わることによって，母親がリフ
レッシュできることが，母親の子育てへのサポートに
つながっていることである。
（３）「父親自身の学び」のカテゴリーにおける父親の
変容
　「父親自身の学び」は講座の１回目，２回目，３回目，
４回目，５回目に見られた。これらを講座の回数ごと
に取り上げ，父親の変容を見ていく。
（講座１回目：９月17日）
・父親たちは自己紹介や子どもの紹介を行い，特に
わが子自慢に関する話をする時，父親たちの心と体
の緊張はほぐれ，表情も和らぎ話も増えてくるよう
になった。
・講座が進んでいくうちに，父親たちの表情が少し
ずつ変化し，笑顔が見られるようになった。
　
　下線で示したように，父親が自分の考えや思いを中
心に表現していることが顕著である。こうした父親の
行動には「視点１」の役割取得が見られる。また，父
親同士で交流ができたことが，父親の不安の軽減につ
ながったことが見てとれた。講座の講師１へのアン
ケート調査結果によれば，「父親同士で意見交換がで
きる」，「みんな同じだということがわかり合える」，「色
んな親子に接して話し合うことで，これまで悩んでい
たり困っていたりすることが，心配するようなことで
はない。みんな同じということに気付くことができ
る」，「子育ての中で，他の家庭との共通点を見つけた
り，参考になることを知ることができる」というよう
に，父親が他の父親たちとの関わりにおいて，情報交
換や意見交流を行い，子どもに対する共通の悩みや思
─ 31 ─
父親の子育て支援講座における父親の変容に関する事例研究
いを共有することができたといえよう。
（講座２回目：10月15日）
・参加者の発表によれば，「すぐに飽きる」「本をや
ぶる」「同じ本を繰り返し要求する」などの悩みや，
「どんな絵本を選べば良い？」「興味を持たせるに
は？」「上手な読み方は？」「自分の好みで選んでい
いの？」などの疑問が出された。
・参加者は絵本の読み聞かせで発表した悩みや疑問
を考え，話し合った。
　下線で示したように，父親同士が話し合ったことに
よって，他者との共感の視点から課題解決の視点へと
変容しているのではないかと考えられる。こうした父
親の行動には他の父親との関係での「視点２」の役割
取得が見られる。講座の講師２へのインタビュー調査
結果によれば，「受身ではなく自分で考えて育児に参
加されているのではないか」，「顔の表情は最初に来ら
れた時よりぐっと柔らかくなって来たのではないか」，
「何かひとつのテーマで話し合う機会を増やしてほし
いような感じ」というように，父親が子育ての主体者
になろうとする姿が見られたことを示している。
（講座３回目：10月29日）
・１回目から引き続き参加している父親はその他の
父親と顔見知りになり，場所にも雰囲気にも慣れて
いた。
・父親は自分が作ったものを食べたり，みんなで試
食したり楽しんでいた。
　下線で示したように，父親同士が，互いに接する機
会をつくり，普段感じている子育てについての悩みや
不安を相談することができることで，個々の子育て支
援へのニーズに応えることができたといえよう。こう
した父親の行動には子どもや，他の父親との関係で「視
点２」の役割取得が見られる。
（講座４回目：11月19日）
・父親たちは，他者が紹介カードを作るのを助ける
こと，他者が作ったものを称賛することなど，父親
同士の交流が多くなった。
・父親たちは，ものづくり過程や他者との交流を楽
しんでいた。
　下線で示したように，講座を通じて，次第に父親同
士の会話や交流が増え，父親同士のつながりが深めら
れたことが見てとれた。こうした父親の行動には他の
父親との関係での「視点２」の役割取得が見られる。
講座の講師４へのアンケート調査結果によれば，「講
師と同性なので，雰囲気に慣れてくると，自然と会話
ができた」，「お父さんが笑顔になった」というように，
父親の表情が変容したこと，子育ての喜びを実感でき
ていることを示しているといえよう。これらは講座の
講師だからこそ気づいた父親の変容であるといえる。
（講座５回目：12月17日）
・話題提供の後，お茶やお菓子を食べながら，参加
者と講師とで男性の子育てについて話し合いを行っ
た。
・参加した父親からは，子育て中の不安や悩み，子
どもの性別による父親のかかわり方などの問題が出
された。
　
　下線で示したように，講座に参加することを通して，
父親としての役割に気づいたことが見てとれた。こう
した父親の行動には「視点３」の役割取得が見られる。
（４）講座担当者へのインタビューから見た父親の変
容
　講座担当者へのインタビュー調査結果では，講座担
当者だからこそ見える父親の変容が示された。具体的
には，以下のようなことがあげられる。
・連続ですることによって，同じメンバーが何度も
顔をあわすことによって，子どもも同じメンバーの
人が集まることで，安心して過ごすこともできると
思うし，お父さん方も，一回目二回目では口に出せ
なかったようなことも話ができるようになるのでは
ないか。
　
　下線で示したように，「父親講座」を連続して開催
することの意義が示されている。
・参加者のなかに，今まで絵本を読み聞かせしたこ
とがない方がいらっしゃって，他のお父さんの話を
聞くと，もう夜は毎日読んでいるよとか，自分が帰
宅してから，子どもが寝るまでは，自分が子どもの
世話をしているよとか。そういう方が，おられるの
を聞いて，すごくびっくりされて，すごく意識改革
された方がいらっしゃる。その後聞いたら，絵本読
んでいますよって，おっしゃって，そういう意味で，
そういう変化をこちらも求めていたので，大成功だ
なあと思いました。
　下線で示したように，父親は他の父親からの影響を
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受けて，講座の中だけでなく，家庭においても絵本の
読み聞かせをするという「日常へのつながり」が示さ
れている。
・もう社会がそういう風に変わってきているんだな
とは思うんですけど，たまに，「父親講座」にもし
参加してもらえたら，本音が話せたり，お父さんが
交流の中で，また，新しいものも生まれてこないか
なということはまだそこまで感じていないんですけ
ど，期待はしています。お父さん同士のつながり，
地域のつながり，そういう風に展開していけないか
なとは思います。
　
　下線で示したように，講座担当者は「父親講座」を
通じて，父親同士のつながりだけでなく，地域のつな
がりへの展開を望むと考えている。ここには「社会変
容への潜在的意図」が示されている。
　講座担当者へのインタビューから次の３点が示され
た。第１に，「父親講座」を連続して開催することの
意義が示されていることである。第２に，親としての
意識改革や行動変容への視点が示されていることであ
る。これまで「父親講座」の効果としては，父子関係
づくり，父親同士の学びあいが指摘されているが，そ
れに加え，親としての意識改革や行動変容が指摘され
ている点は注目に値する。ここに父親の価値観の変容
へのきざしが見られると考えられる。第３に，講座担
当者の意図が示されていることである。「日常へのつ
ながり」，「社会変容への潜在的意図」といったことは，
講座担当者が「父親講座」で意図していることである。
これらは講座担当者へのインタビューによって明らか
になったことであり，今回の研究で新たに得られた知
見ではないかと考える。
４．結論
　本論の目的は，B 公民館における「父親講座」の事
例を中心に，「父親講座」における父親の変容を明ら
かにすることを通して，「父親講座」の方向性に対す
る示唆を得ることであった。本論によって明らかに
なったことは，以下の３点である。
　第１に，「父親講座」において，父子とともに父親
同士が共に活動することの意義が示されたことであ
る。父親同士が集まることや，父親と子どもが一緒に
講座に参加することで，今まで気づいていなかった父
親としての役割が自覚されることが示された。同時に，
父親同士の関わりによる父親同士の協働性が見られる
ことも示された。
　第２に，講座の講師や講座担当者の果たす役割が重
要であるということである。父親が日常生活で子育て
行動を主体的に行うようになることや，母親への寛容
な態度が見られるようになることが講座担当者から示
された。また，講師や講座担当者が潜在的に持ってい
る意図が父親にも伝わっていると考えられる。これら
の点は講師や講座担当者という第三者の存在があるこ
との重要性を示している。
　第３に，「父親講座」の連続性の意義が見られたと
いうことである。それにより，父子がふれあうことは
もちろん，子ども同士が互いにふれあうことや，父親
同士のつながりが深められることが期待できるのでは
ないだろうか。
　以上から，「父親講座」の方向性として次の点があ
げられる。１点目は，父親同士が子どもとのふれあい
活動を介して，子育てについて語り合える場を提供す
ることである。２点目は，父親が子育てを通して成長
したと自覚したり，親としての自分を意識したりする
ことができるように，講座の講師や講座担当者が果た
す役割に着目することである。３点目は，単発の講座
ではなく，連続した「父親講座」の展開が求められる
ことである。
　本論では，講座の全体的な父親の変容を分析したが，
「父親講座」の参加人数が少ないこともあり，一人一
人の父親の変容について検討はできなかった。「父親
講座」に参加する個人の父親を対象に調査を行い，父
親の変容のプロセスを検討していくことが今後の課題
である。
【付記】
　本論は日本家政学会第69回大会（2017年５月28日）
で口頭発表した内容に加筆修正したものである。
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